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コンパクト ミニバン・1BOX 軽自動車

SUV・クロカン 輸入車
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Quick×ワンプライス成約車輌 11月度ランキング

1位
ヴォクシー

平均 H26年 1,450,000円

2位
セレナ

平均 H25年 1,076,000円

3位
ヴェルファイア

平均 H27年 2,492,000円

4位
アルファード

平均 H27年 2,840,000円

5位
シエンタ

平均 H27年 1,089,000円

1位
タント

平均 H26年 735,000円

2位
ワゴンＲ

平均 H27年 653,000円

3位
Ｎ－ＢＯＸ

平均 H27年 832,000円

4位
エブリイ

平均 H25年 553,000円

5位
ハイゼットカーゴ

平均 H25年 442,000円

1位
ランドクルーザープラド

平均 H25年 3,168,000円

2位 ヴェゼル

平均 H28年 1,723,000円

3位
エクストレイル

平均 H25年 1,099,000円

4位
フォレスター

平均 H26年 1,615,000円

5位
ハリアー

平均 H27年 2,266,000円

一部の車種では新車納期が短縮されたとの話も

聞こえてきましたが、まだまだ良質中古車不足

や相場高騰は続いており、Quick×ワンプライ

スで仕入/落札を行う会員様は増加し続けていま

す。

その為、日々の相場や出品価格の変化をこまめ

にチェックし、チャンスを逃さずに落札する傾

向が見られます。出品車輛の定期的な出品内容

の見直しや価格更新は落札店の目に留まりやす

く成約への近道となっている様です。

1位
プリウス

平均 H25年 919,000円

2位
アクア

平均 H28年 1,013,000円

3位
フィット

平均 H26年 742,000円

4位
ノート

平均 H27年 566,000円

5位
ヴィッツ

平均 H28年 715,000円

1位
１シリーズ

平均 H25年 1,319,000円

2位
ＭＩＮＩ

平均 H26年 1,641,000円

3位
Ｃクラス

平均 H28年 2,978,000円

4位
Ｓクラス

平均 H26年 2,875,000円

5位
３シリーズ

平均 H27年 1,730,000円
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中古車輸出情報
中古車輸出統計データ - グーネット自動車流通より

ロシアが６カ月連続で首位

中古車輸出 前年同月比１５．３％減

日本中古車輸出業協同組合がまとめた１０月

の中古車輸出台数は、前年同月比１５．３％減

の１０万１２１６台だった。仕向け国別では、

ロシアが６カ月連続で首位となった。同国は、

１９．９％増の１万５０４６台。２位のアラブ

首長国連邦は、同２１．３％減の１万７８１台

で続いた。３位はケニアで、輸出台数は同１．

３％減だった。

上位２０カ国で伸び率が高かった国は、マラ

ウイ（４．５倍／４２９台→１９０６台）、ザ

ンビア（２．４倍／５９５→１４５４）で、ア

フリカ勢などで輸出台数を伸ばした。前月比較

では、３．８％減だった。

2021年11月

Quick×ワンプライス 輸出向け成約車輌ランキング

1位
１シリーズ

平均年式 H25年 平均金額 572,000円

2位
アルファード

平均年式 H28年 平均金額 2,928,000円

3位
ランドクルーザープラド

平均年式 H30年 平均金額 3,600,000円

4位
ヴォクシー

平均年式 H26年 平均金額 1,279,000円

5位
タンク

平均年式 H29年 平均金額 1,054,000円
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Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年11月

141,5万円

今年11月

150,6万円 平均単価

前年11月

56,9万円

今年11月

65,3万円

上記グラフにも示される様に、10月に続いてAA出品数は減少し、Quick×ワンプライスへの入札は大きく前年を上回っています。貿易

各社も積極的に買付けに動いており、Quick×ワンプライスを仕入手段の一つとして日々チェック頂いている状況です。出品店様におい

ては、限られた在庫を出来るだけ利幅を確保して販売する為、海外需要も視野に入れたコメントや画像の取り方などを工夫頂いている車

輛が増えています(※P11「成約UPのテクニック」もご参照ください)。毎年、年末年始のAA休催期間中はQuick×ワンプライスへの入

札は大幅に増加しますので、冬季休業前に1台でも多くご出品頂けます様お願い致します。
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2021年 11月新車販売ランキング

乗用車 軽自動車

順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比 順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比

１ カローラ トヨタ 13,631 141.2 １ Ｎ-ＢＯＸ ホンダ 15,482 98.7

２ ヤリス トヨタ 11,940 59.9 ２ タント ダイハツ 10,822 102.1

３ ルーミー トヨタ 11,654 127.9 ３ スペーシア スズキ 10,790 89.7

４ ノート 日産 9,412 271.9 ４ ルークス 日産 7,413 82.2

５ アクア トヨタ 7,251 209.6 ５ ワゴンＲ スズキ 7,267 139.8

６ ヴォクシー トヨタ 6,711 97.8 ６ ムーヴ ダイハツ 5,979 59.9

７ ライズ トヨタ 6,217 58.5 ７ タフト ダイハツ 5,613 86.3

８ フィット ホンダ 6,074 84.8 ８ ミラ ダイハツ 5,396 88.9

９ アルファード トヨタ 5,423 53.6 ９ ハスラー スズキ 4,812 73.1

１０ ヴェゼル ホンダ 5,381 247.2 １０ ジムニー スズキ 4,652 107.1

１１ フリード ホンダ 5,114 74.5 １１ アルト スズキ 4,160 73.6

１２ ＲＡＶ４ トヨタ 4,510 84.6 １２ デイズ 日産 3,868 71.3

１３ プリウス トヨタ 4,089 76.5 １３ Ｎ-ＷＧＮ ホンダ 3,599 81.1

１４ フォレスター スバル 3,975 234 １４ ｅＫ 三菱 1,906 94.5

１５ ノア トヨタ 3,888 87.4 １５ キャスト ダイハツ 1,738 99.8



6

自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

【新製品情報】新たな車両犯罪手口CANインベーダー対策に

有効な「HORNETハンドルロック」を発売開始

イモビライザーやセンサーと物理的システムの併用で対策

加藤電機（愛知県半田市、加藤学社長）は、新たな車両犯罪手口ＣＡＮインベーダ
ー対策に有効な「ＨＯＲＮＥＴハンドルロック」を２０２１年１１月２６日より全国
で発売を開始した。

今回発売されたのは、専用キー付ダブルロック式のＬＨ－１５ＲとＴ型ロック式の
ＬＨ－１７Ｒの２種類。どちらも犯罪抑止効果が期待できるＨＯＲＮＥＴロゴ入り窓
ガラス用内貼り防犯ステッカーを２枚付属している。

一般社団法人日本損害保険協会による第２２回自動車盗難事故実態調査盗難件数の
結果では、車両盗難総数のおよそ８２．９％が自宅や契約駐車場などで発生。警察庁
では、ＣＡＮインベーダーなどの新手の犯罪手口が多発していることから複数の盗難
防止対策を推奨しており、イモビライザーやセンサー式のカーセキュリティシステム
等の防犯装置とハンドルロック、タイヤロックなどの物理的なシステムを一緒に使用
することでより防犯性を高めることができるとしている。

同製品では紙とプラスチック量削減を目的とした環境に配慮した取り組みとしてプ
ラスチック製のブリスターパックから発泡スチロールを内材に使用したパッケージに
変更。同社は、サステナブルな製品開発と防犯技術の普及・促進と防犯ＣＳＲ活動を
通して安心で安全な地域社会の実現と車両犯罪の撲滅を目指している。

11月鉄スクラップ市況

海外需要家の購買姿勢は慎重

10月までの高騰で国際的な割高感が強まった国内鉄スクラップ相場は、11月に入

ると全国的に高値修正局面を迎えた。新規輸出商談は引き続き国内相場に安値先行し、
H2の韓国向け輸出成約価格は4万9500(FOB)と5万円を割り込んだ。

月末のH2炉前価格は関東が5万4000～5万5000円、関西が5万6500～5万7500円と、

関東では値下がりしたものの、関西ではほとんど横這いとなっている。中部地区では
11月に3000～4000円の下落が進んだが、一方では先安感が指摘されながらも市中回
収量の増加が限られ、値下げが加速していない地域も多い。

海外では中国を中心に鋼材価格やビレット価格の下落が伝えられ、鉄鉱石スポット
価格は一時90ドルを割り込むなど外部環境は悪化している。先行きへの警戒感から

海外需要家の日本産スクラップ購買姿勢は依然として慎重で、今後も輸出主導による
国内相場の上昇は期待し難いとみられる。半面、堅調な内需を追い風に国内市況が大
きく崩れるとの懸念は強まっていない。
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自動車業界トピックス

TOYOTAは14日、カーボンニュートラルの実現に向けて、バッテリーEVの戦略に
ついて説明会を行った。
バッテリーEV専用プラットフォームとして「BZシリーズ」を開発。

そのラインナップの第一弾として、滑らかで思いのままに操ることができる走行性
能と、本格SUVとしての走破性を追求した、SUBARU共同開発の「bZ4X」が来年の
発売に向けて生産準備を進めていると発表。
現在15車種の開発を進めており、ほとんどが数年以内のリリースを予定している。

TOYOTAは今後掲げる目標として2030年までに30種類のバッテリーEVを展開し、
グローバルに乗用・商用各セグメントにおいてフルラインでバッテリーEVをそろえて
いく。

説明会では質疑応答なども行われており、TOYOTA公式webサイトにて確認できる。

Hondaの「N-ONE」が、2021-2022日本カー・オブ・ザ・イヤーで「K CAR オブ・ザ・イヤ

ー」を受賞。Hondaとして、K CAR オブ・ザ・イヤーは初の受賞となります。

■K CAR オブ・ザ・イヤー受賞理由

伝統を守りつつ、中身を刷新した開発姿勢。それによって手に入れた登録車を凌駕する動的

質感に評価が集まった。ターボエンジンの設定やHonda SENSINGの搭載などで長距離走行も

難なくこなすが、自然吸気エンジンの優れた静粛性や動力性能の高さも支持された。軽自動車

で初めて、FFターボ車に6速MTを設定したことも高く評価された。

※日本カー・オブ・ザ・イヤー実行委員会のホームページから引用

2020年11月に発売したN-ONEは、Nシリーズの提案する「Nのある豊かな生活」という想い

のもとに、日々の生活に寄り添いながら末長く愛せるクルマを目指しました。

エクステリアは、N-ONEらしさを構成する基本のかたちと定めた「丸・四角・台形」を継承

しつつ、より走る楽しさを感じられるデザインに磨き上げました。また、インテリアは、

Honda独自のM・M思想に基づいたミニマルな室内空間の追求により、「心地よい開放感」を高

めました。

日常の街乗りからロングドライブまで、日々の運転のなかで身近に「運転の楽しさ」「操る

喜び」を感じられるよう走行性能を磨き上げるとともに、先進の安全運転支援システム

「Honda SENSING（ホンダセンシング）」を標準装備とし、あらゆるシーンで快適にクルマ

を使うために必要な安全性能を追求しました。

本田技研工業株式会社執行職ブランド・コミュニケーション本部長渡辺康治のコメント

「N-ONEが、2021-2022 K CAR オブ・ザ・イヤーに選ばれたことを大変光栄に思います。これ

からもHondaは、お客様に喜んでいただける新たな価値をもつ商品を提供し続けることを目指

していきます」

TOYOTA

バッテリーEV戦略に関する説明会を開催

N-ONE が K CAR オブ・ザ・イヤーを受賞
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Quick×Quick共有在庫なら無料で出品!!

こんなに売れる！実例紹介!!
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大好評 !! 最大1,000万円利用可能

な
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オークション会場からの輸送も
個人宅への輸送もお任せ!!
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閲覧カウンターは分かりやすい！
競合他社と差別化!! 閲覧件数UP!!
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新しい仕入れサービスのご案内

Quick×Quick会員であればセルカオークション
ID：PWを即発行可能!!
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!!


